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主な研究テーマ
・コンクリート構造物の品質向上
・コンクリート構造物の耐久性向上
・表面吸水試験（SWAT）の開発・改良・品質評価法

主な採択課題
・基盤研究（B）平成26～28年度（配分総額：16,120千円）
課題名「復興道路コンクリート構造物の品質確保マネジメン
トシステムの実装と展開」

・産官学協働による東北地方整備局での品質確保・耐久性
確保システムの高度化、日本各地・世界への展開。マスコミ
でも多数紹介。

・産官学の協働による、実構造物群を題材にした品質確保・
耐久性確保の取組みはさらに大きな流れになる。得られた
成果は、学会・国・自治体等の設計・施工・維持管理規準等
に反映され、ポジティブスパイラルが形成される。

・技術開発、技術の社会実装が促進される。

・短期間に限られたマンパワー、材料で建設される復興道路のコンクリート構
造物は、厳しい環境作用で供用されるために、耐久的な構造物とすることは
極めて困難である。本研究では、構造物の品質向上のための具体策につい
て各種研究を行い、その成果等に基づいて、東北地方整備局において、十
分な耐久性を発揮するコンクリート構造物を建設する仕組みが構築され、「コ
ンクリート構造物の品質確保の手引き（案）」として取りまとめられた。

・品質確保の手引き（案）には、開発した目視評価法、表面吸水試験法
（SWAT）等が取り込まれた。
・品質確保の手引き（案）は、橋台・橋脚・函渠・擁壁等の一般
構造物編が2015.12に制定・通知され、トンネル覆工コンクリート編が2016.5
に制定・通知された。
http://www.thr.mlit.go.jp/road/sesaku/tebiki/160204_konkuritokouzoubutu.
pdf

目視評価法 表面吸水試験（SWAT）

①科研費による研究成果 ②研究成果のその後の展開など

③今後期待される波及効果、社会への還元など
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